
また、社会奉仕は、ロータリーの存在を地域社会に認知してもらいやすい活動です。真に必要とされる奉仕活動を

通じて、当クラブに対する公共イメージの向上にもつなげたいと考えています。

加えて、地区補助金事業である日本ブラインドサッカー協会への奉仕活動については、全会員参加を目標に取り

組みたいと考えています。

＜活動計画＞

1.継続事業

(1)新宿区肢体不自由児者父母の会への中元歳暮品の寄贈

(2)新宿シティハーフマラソンへの協賛

(3)新宿5クラブ合同奉仕事業積立会費の拠出

(4)日本盲導犬協会への賛助

(5)ロータリー希望の風奨学金への寄付

(6)エコキャップ運動の推進

(7)日本聴導犬協会への賛助

(8) 新都心スマイル＆ドリームガーデンの植栽

(9)ブック・で・ワクチン事業

2.継続事業以外の事業

地区補助金事業（日本ブラインドサッカー協会）
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東京新都心ロータリークラブ 【未来の奉仕を考えよう】

次回のプログラム
第1467回例会 7月22日（水）

「先輩談話会①」

葛城良二会員・田口文彦会員

第1466回例会 7月15日（水）

「クラブフォーラム③ 第1回クラブ協議会」
社会奉仕委員会委員長 和田佳久
国際奉仕委員会委員長 髙橋一博
青少年奉仕委員会委員長 栂野慶太
ブランディング委員会委員長 本多 良美 他各委員会委員長

クラブフォーラム③

2020-2021

＜基本方針＞

「ニーズを的確に把握し、真に必要とされる奉仕活動を行う。」

社会奉仕は、地域の人々の生活の質を高めるために行われる取り組みです。

押し付けではなく、地域社会のニーズにあった奉仕活動を行うことが重要と考えています。

そこで、本年度は、地域社会のニーズを的確に把握するため、積極的に地域の人々

（特に、新宿区内の小中学校）と交流し情報を得た上で、真に必要とされる奉仕活動を

実践することを目指します。

社会奉仕委員会委員長 和田 佳久

委員長 副委員長 委 員

社会奉仕委員会 和田佳久 吉成 泰 石川佳照、神原正樹、児玉 剛、深山雅也、山口昭夫、江守英雄

環境保全委員会 青木隆政 白坂桂一 萩生田富司喜、南 孝二、吉田雅俊、川合利幸
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会報委員会
会報委員会 委員長 平岡直記 ／副委員長 江成信武
委 員 石川佳照 神原正樹 黒田康之 深山雅也 高木征太郎 栂野慶太 内村篤史

神農貴大 段谷芳彦

青少年奉仕委員会委員長 栂野 慶太

＜基本方針＞

国の礎である青少年たちへの奉仕は、ロータリーの奉仕活動の中でも大切なものの一つ

であると思います。

今年度の特徴としては、青少年奉仕にロータリーだけでなく、多くの地域の方を巻き込み、

そして青少年たちの行動を通して、社会に利益を還元していく委員会にしていきたいと思っ

ております。

当クラブの青少年奉仕委員会の主な活動である「防災教育と音楽の集い」を事業として

さらに昇華させ、地域の子供達との交流を深めていきたいとおもいます。

＜活動計画＞

1.「防災教育と音楽の集い」公立小学校にて開催

2.「防災教育と音楽の集い」を通して、地域と子供たちのコミュニティーを醸成していく。

3. 「米山奨学委員会」との共同活動実施

4.「わんぱく相撲新宿大会」金銭協賛と活動参加

委員長 副委員長 委 員

青少年奉仕委員会
青少年交換担当

栂野慶太 西原将大 岩橋 一、山口昭夫、吉田寿人、吉村利文、吉成 泰

カウンセラー ― ―

国際奉仕委員会委員長 髙橋 一博

＜基本方針＞

令和2年5月15日の原稿になりますので世界中が「コロナウイルス」蔓延中でございます。

2020～2021年度の国際奉仕委員会は、新規事業の検討は致しません。

前年度はカンボジア新都心スクールへ北岡氏、伊豆両氏が訪問されていますので、今年度

はネパールの「井戸掘り事業」のその後の状況確認に行きたいと考えております。

＜活動計画＞

1.友好クラブであるナガルジュンネパールRCへ訪問し井戸堀事業のその後の状況確認を行う

2.台湾で開催の国際大会への積極的参加活動

3.コロナウイルス関連の諸外国に於ける情報を会員に発信したいと考えております。

委員長 副委員長 委 員

国際奉仕委員会 髙橋一博
森田尚樹

ヴァッタヴァバン
青山信之、半場慎一、宮﨑 清、和田佳久、山口昭夫

ロータリー財団委員会 引地正修 吉村利文 伊豆隆義、児玉 譲、江守英雄

米山奨学委員会 佐原且朗 吉田寿人
浅利隆文、藤枝 誠、萩生田富司喜、伊藤道男、金田哲夫
石川佳照、高橋一博

カウンセラー 佐原且朗 高橋一博



Tokyo Shintoshin Rotary Club RI Dist.2580

会報委員会
会報委員会 委員長 平岡直記 ／副委員長 江成信武
委 員 石川佳照 神原正樹 黒田康之 深山雅也 高木征太郎 栂野慶太 内村篤史

神農貴大 段谷芳彦

ブランディング委員会委員長 本多 良美
＜基本方針＞

新型コロナウイルスとの戦いは、当初、我々が想定したよりも長丁場となっています。

今期のスタートとともに、感染拡大が終息に向かったとしても、その後のコロナ不況は、長引く

ことが想定され、現実問題として、ロータリーどころではない会員の数も相当な数に上るものと

思われます。

このような状況下、ロータリークラブの存在が、いかに各会員の経済的かつ精神的リカバリーに

貢献することができるのか。大変な逆境の中、いかにロータリーがその真価を発揮できるのか。

ロータリーが衰退することなく、未来永劫、その価値を高めていくには何が必要なのか。

これらの解を導くために私たちは新都心のブランディングという観点で議論をし、逆境を踏み台

として、より一層堅固な組織となれるよう、クラブの在り方を模索してまいります。

＜活動計画＞

各会員を経済的かつ精神的にサポートできるクラブとはどういうものなのか、逆境下においても継続したいクラブとは

どういうものなのか、活発に議論し、具体的な行動をとってまいります。

委員長 副委員長 委 員

ブランディング委員会 本多良美 半場慎一
川合義彰、藤枝 誠、引地正修、北岡修一、小川恵司、大瀧一喜
佐々木 智、平 将明、栂野慶太、吉田雅俊、青木宏義、佐原且朗


